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学生の体育実技 に 対 す る 態 度 と
その変容 につい て
西 I百 フロ 彦
［ま じ め
小稿 は ， 大学の体育実技lζ 対す る 学生の態度 と そ の 変容 を ， 体育実技支持態度 お よ び休
脊実技の学習効果 に 対す る 態度 ぞ ！こ｜こ1心 に 検討 し よ う と す る も の で あ る 。
戦 後の 教育改革 に よ っ て ， わ が 国 の 大学教育の な か に 保 他体 育科 目 が必修科 目 と し て と
り 入れ ら れ て か ら 30年近 く 経 過 し た 。 そ の ！ 日j ， 保 健体 育 科 目 ， と く に 体 育 実技 に 関 し て は
数 多 く の 地 道 な 調 査研究 が な さ れ て い る 。 そ し て ， 体 育笑技 に 対す る 学 生 の 態 度 に つ い
て ， 大学休育協議会 ， 小林 ら ， 徳 永 ・ 佐久本 ら は 圧倒 的 多 数 の学生が 体育実技 を 必修科 目
4)5) 6) 
と し て 支持 し て い る こ と を 報 告 し て い る 。 ま た ， 小林 ， 岡 野 ら は 学生の 体 育 実技 lと 対す る
態 度 は 一般 に 好意 的 で あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 ま た ， 態度変容 に つ い て も 体育笑技
5) 7)8) 9) 
の 授業分析 を 中 心 K 行 っ た ， 小林 ， 徳 永 ・ 荒 井 ， 徳 永 ・ 橋本 ら の 研究 が ゐ る 。 し か し ， 休
育実技支持態度 と 体 育実技lζ 対す る 態度 と を 関 連 さ せ て 分析 し た も の に は ， 2 年次 の 学 生
の 支持態度 を 中心 lと 分析 し た 小林 ら の 研究 が あ る の み で あ っ て ， 体 育実技支持態度 の 変 容
と 体育 実技 に 対す る 態度 と の 関 連 を み た も の は 見 当 ら な し 、 。
そ 乙 で ， 小稿 で は ， つ ぎ の 4 点 か ら 体育実J交 に 対 す る 学生 の 態度 と そ の 変 容 を 検討 し て
み た い 。
1 .  学生の 体 育笑校支持態度 は ， 体 育実技履修前後 で ど の よ う に 変 容 す る か 。 ま た ， 体
育実技支持態 度 は ど の よ う な 要因 と 関連 が あ る か 。
2. 体育実技の学習効果 R 対 す る 態度 は ， 体育実技履修前後 で ど の よ う に 変容 す る か 。
3 .  体 育実技支持態度の変容 と 学習 効 果 に 対 す る 態度 と は と の よ う な 関 連 が あ る か 。
4 . 体 育実技支持態度 と 体育実技授業 と は ど の よ う な 関 連 が あ る か 。
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1 .  対 象 ・ 昭和47 ・ 48年度愛知県立
芸 術大学入学学生 で 2 回 の 継続調査が
得 ら れ た 男 子 1 06名 ， 女 子 1 34名 ， 計
240名 。
2 .  時）VJ . 1 巨｜ 自 の 調 査 は ， 当 該年
度 の 4 月 ， 体 育実技授業の 第 l 週 l ζ 実
施。 2 ＠］ 自 の 調査 は ， l 年半後の 後期
の保 健体育 講義の 第 l 週 lζ 笑施 。 な
お ， l l豆！ 日 の 調査 は ， 毎年保健体育科
目 の ガ イ ダ ン ス 金 行 っ て い る 第 l 週の
官蕗［ K大学の保健体育科 ／�I k 関 す る 予
備 知 識 を 全 く 与 え な い 段階で実施 し た
が ， そ れ は ガ イ タ ン ス の 内 容 が学生の
大学体育 実技 に 対す る 態度 K 影響 を 与
え な い よ う K配慮 し た か ら で あ る 。
3 .  方法 2 巨｜ の 調査 と も 質 問紙法
調 査 を 用 い た が ， と く に ， 体 育実技の
学 溜 効果 に 対す る 態度 を 測 る 尺度の項
目 に つ い て は ， 小林 ら が 1 967年 に 東 海
地 区 所在 の 2 1 大学 児 所在 す る 第 2 学年
の 学 生 約 し 000人 を 対象 lと 行 っ た 「保
健体育科 自 に対す る 学 生 の 態 度 」 の 調
査項 目 を 用 い た 。
結 果 と 考 察
1 学 生の体育実技支 持 態 度 と そ の
変 容 に つ い て
表 1 ｛本育実技履修部lの休育笑技支持態度
と デ モ グ ラ フ ィ ッ ク な 要因 と の 関連
必 選 ！？� わ
か
ら
な （出：本数）修 択 止 し 、
性 男 56 - 6  33 - 0  0 . 9  9 . 4  I 00 . 0 ( 1 06) 
日リ ちi: 56 . 7 36 . 6  0 . 7  6 . 0  l 0 0 .  0 ( 1 34) 
学 美術 54 . l  36 . 9  o . s  s . 2  1 00 . o c 122) 
部1
別 音楽 59 . 3  33 . J  o . s  6 . 8  1 00 . 0 ( I J S) 
イ1三 18 56 . 8  33 . 3  o . s  9 . 1 1 00 .  0 (  1 32) 
1 9  56 . 5  38 . 7  4 . 8  1 00 . 0  (62) 
可i斗ゴ
20 52 . 2  39 - 1 8 . 7  1 00 . 0  (23) 
別 2 1 以 七 60 . 9  30 . 4  4 . 3  4 . 3  1 00 . 0  (23) 
言十 1 56 . 7  35 . 0  o . s  7 . 5 , 1 00 . 0 (240) 
性 別 ： df= l x2 =0 . 127 n.s 
学部別 ： df= l x2 = 0 . 528 n.s 
年令別 ： df=3 x2 = 0 . 636 n .s 
「体育実技履修前の ×表 2 体育実技支持態度」
「 高校体育授業の愛好 」
「 高校体育授業出J,'j＇，＇意欲」
必 選 ！？� わ
カ〉
ら
な
修 択 止 し 、
体育 す き な方 70. 9 20 . 9  0 . 9  7 . 3  1 00 . 0 C I ! O) 
授
業 中 l\\ft 47 . ]  45 . 9  1 . 2 5 . 9  1 00 . 0  (85) 
妥 き ら い な 40 . 0  48 . 9  - 1 1 . J  1 0 0 . 0  (45) 
好 万
授
胤
苦
闘
か 税な 観的ち 主的 82 . 6  17 . 4 1 00 . 0  (23〕
60 . 3  30 . 2  J . 6  7 . 9  IOO . O C!26) 
消極的 な 4 6 . 4  44 .  J 9 . 5  1 00 . 0  (84) 意 方
欲 かな 極り 28 . 6  7 J . 4  1 00 . 0  (7) 消 的
体 育 授 業 の愛好 ： df=2 x2 = J 9 . J 07 Pく0 . 0 1
体育授業出席意欲 ： df = 2 x2 = J 0 . 780 pく0 . 0 1
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学生の休脊実技 K )t�す る 態度 と そ の変容
大学の 休育 実技履修前 に お け る 学生1」l」 好議
」
愛認
欲
の
」
状態
ツ求
現上
一欲
の向
ポ動
力力
ス連
体体
「ll
「li
r－－
「ll
× の」
前度修態履持技支笑育体「
体 の 体育 実技支持態度 は ， 表 l k 示 す よ
「年令」 「 学 部」 な ど の
「 l発 止 」
い 」 と す る も の8 . 3�ぢ ，
デ モ グ ラ フ ィ ッ ク な 要 因 と は 関 係 な
「 必修」 科 目 と し て 支持す る も の
「 よ く わ か ら な
「選恨」 科 目 と し て 支持す る
で あ る 。
態 度 は 一般 に 過去 の 生活 体 験が 強 く
「 性 」
も の35 . 0�ち ，
56 . 7必 ，
う lと ，
く ，
反映 し て い る と い わ れ る 。 と す れ ば ，
体 育 実技支持態度 は 過 去 の 体 育教 育 の
経験 と とf k が し か の 関連 を も つ は ず で
あ る 。 そ こ で ， 高i＆ で の 体 育授業の 愛
好 や 出 席 意 欲 と 大学の 体 育 実技支持態
度 と の 関 連 を み る と ， 表 2 Iと示す よ う
K ， い ずれ も 有 意 の 関連 に あ り ， 高校
の 体育 授業 が 好 き で砧続的 K 授 業 に 参
必 選 官主 わ
カ〉
らな
修 択 止 し 、
ス
ポ す き 67 . 4 2 6 .  J 1 . 4  5 .  J ] Q Q . 0 ( 1 38) 
ツ 中 間 46 . 9  4 3 . 2  9 , 9  1 00 . 0  (8 1 )  
の
愛 き ら し 、 23 . 8 6 [ . 9 - 1 4 . 3  l OO . O  (2 1 )  
好
運 強 73 , 9  2 1 . 7 4 , 3  1 00 . 0  (46) 
動 ｜ 52 . 2  36 . 5  ] . 7 9 . 6  1 00 . 0 ( 1 1 5) 欲
オミ illill 53 . 2  40 . 5  6 . 3  1 00 . 0  (79) 
体 ゐ る 万 68 . 0  28 . 0  4 . 0  1 00 . 0  (25) 
力
の 普 通 4 9 . 3  4 1 . ]  J . 4  8 . 2  1 00 . 0  (73) 
：！｝� 状 ない方 58 . 5  33 . ]  0 . 7  7 , 7  1 00 . 0 ( 1 42) 
体 思 う 62 . 4  29 . 2  8 . 4  1 00 . o c202) 力
E 思わない 27 . s  63 目 9 5 . 6  2 . s  1 00 . 0  (36) 
表 3
加 し た も の ほ ど ， 大学の 休 育 実J交 を 必
修科 目 と し て 支持す る も の が 多 い 。 まx2= 1 7 . 477 p(0 . 0 1  x2 =  5 . 635 n.s 
x2= 2 . 552 n.s 
x2 = 1 7 . 057 pく0 . 0 1
ス ポ ー ツ の愛好 ： df= 2
運 動 欲 求 df =2
体力 の現状認識 ： df= 2
休 力 向 上 怠欲 ： df= l  
た ， ス ポ ー ッ の 愛 好 ， 運 動 欲求 ， 体 力
の 現状 認識 と 向 上 意 欲 と の 関 連 を み る
ス ポ ー ツ の 愛 好 や 休 力 の 向上意欲 と は 有意 な 関連 lと あ り ， ス ポ ーと ， 表 3 K 示 す よ う に ，
ツ が好 き で 体 力 向 上 意 欲 の 強 い も の ほ ど ， 大学の 体 育 実技 を 必修科 目 と し て 支持す る も の
し か し ， 運動欲求 や 体 力 の 現状認識 と は有 意 な 関 連 が み ら れ な い 。が 多 い 。
l 年 半 の 大学 で の 体育実技授業 を 履 修 し た 後 の 体 育 実技支持態度 を み る と ， 表つ ぎ K ,
「選出R 」 科 目 と し て 支持 す る「必修」 科 目 と し て 支持す る も の83 . 3% ,4 Iと示す よ う に ，
「選択」 科 目 と し て 支持 し た も の に つ い「 廃止」 と す る も の 0 % で あ る が ，も の 16 . 7必 ，
あ な たさ ら に 「必修科 目 と し て 置 く か ， あ る い は 廃止す る か の い ず れ か だ と し た ら ，て ，
は ど ち ら を 選 び ま す か」 と い う 設 聞 に 対す る 反応か ら み る と ， 13 . 8% の も の が 「 必修 」 科
し た が っ て ， 体 育実技 を 必修 科 目 と し て 支 持す る も の は ， 消 極 的 必日 で よ い と し て い る 。
修 支持 を 加 え る と 97 . 1 % と な り ， 圧 倒 的多 数 の学生が 体 育実技 を 必修科 目 と し て 支 持 し て
qtd Fhυ 
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し 、 る と し 、 え る 。
さ ら に ， 履 修 前 後 の 体育実技支持態度 を 個人の態度変容か ら み る と ， 表 5 Iζ 示 す よ う
に ， 体 育実技支持態度
は 有 志 K 変容 し て い
る 。 そ し て ， 支持態度
が 休育実技履修 後変容
し た も の は ， ）程修前 の
「 わ か ら な い 」 を 除 い
て も ， 全体の約33�ぢ と
な り ， 学生の約 3 人 lと
l 人が履修後体育実技
支持態度 を 変容 し た こ
と に な る 。 ま た ， 支
持態度変容者の う ち ，
80 . 5% は 「選択 ・ 廃止
〉必修 」 の 好意 的方向
K ,  1 9 . 596 は 「必修→
表 4 体育笑技履修白Ii後の体育笑技支持態度
股 修 後
必 修 選 択 !J@ 
l問l寺，－一一ーーー：�寺：ーーーーー、、＼＼，寺'il 
〆ーー一九一一「
必 ！？じ丞
｛彦 止
数 数 数 で てヨ
多 現 を よ よ
く 汀,.- く し 、 L 、 止
庖 必 修 38.2 50 . Q  Q . 7  9 . 6  J . 5 - 1 00 . 0 ( 1 36) 
:ifil! 択 2 1 . 4  52. 4 - 20 . 2  6 . 0 一 1 00 . 0  (84) 
修
Ji§ 止 50 . 0  50 . 0  l 00 . 0 (2) 
Hリ わ か ら 〈よ い 33 . 3  50 . 0  - 1 6 . 7  1 00 . 0  ( 1 8) 
32. J 50 . 8  0 . 4  1 3 . 8  2 . 9 一 1 00 . 0 (240) ＼一一一－.，....一一ー� 、、』一一ーー�ー『ー－·83 . 3  1 6 . 7  
df= l x2 = 8 . 532 pく0 . 02
（「廃止」「わ か ら な し 、」除 く 。 必修 と 選沢）
選択」 の非好意的方 向 lと 変 容 し て い る 。 表 5 イ｜占1人別 に み た 体育笑技支持
前述 し た と お り ， イ木育実技履修前 の 体育
実技支 持 態 度 は ， ス ポ ー ツ の 愛好 ， 体 力 向
上意欲 ， 高校体育授業の愛好 や 出 席 意 欲 と
強 い 関 連 が あ る 。 そ こ で ， 履 修後の体育笑
技支持態度 と 乙 れ ら 諸要因 と の 関 連 を み る
と ， 表 6 K 示 す よ う に ， 「性」 「年令」 「
学 部」 な と の デ モ グ ラ フ ィ ッ ク な 要 因 や 「
運 動 欲求 」 「 休 力 の 現状認識」 と は 体 育 実
技履修前 と 同 様 K有意な 関連 は み ら れ な い
ば か り か ， 「 ス ポ ー ッ の 愛好 」 「 高校体育
授業 の愛好 や 出 席意 欲 」 「 体 力 向上意欲」
と も 有意 な 関 連 が み ら れ な い 。 乙 の 乙 と
は ， 休 育 実技履修後 の 体育 笑技 支持態度
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Ii立
ii基
1、iii
態度の変容（タ1,5)
Jill {1基 後
必 選
修 tic 
必 J山川JI
選 択 I f25 . 8 よ 9 . 2  � I 
If� JI: I I o .  8/ 
わ か ら な い 6 . 3  1 . 3  
83 . 3  1 6 . 7  
。 態度変容者
（ － － ，； 態度�I＇変容者
言｜
56 . 7  
35 . 0  
0 . 8  
7 . 5  
1 00 . 0  
学生 の（Lj\育実技K対す る 態度 と そ の変容
ポ背白ス体力「
「
体「
」
」
別
好
」
」
令愛求抵年主欲意 「授動上」背迎向別件
「
力
部「」体芋
」拙
「
「
好意
」
」史郎総別白山認 性ツ草
状
「一授
現
× 
履
笑
」
技育・
皮
実体態脊の持体後支「
修技nhu 表
が ， ）'rfl 修 前 の 支持態度形成 （規定） 要 因
必 選
4芸 JJ� 
出4 リj 84 . 9  1 5 .  J I 00.  0 ( I  06) 
fr. 82 . ] 1 7 . 9  I 00 . 0 ( 1 34) 
守＇ §産 術 82 . 0  1 8 . 0 I 0000 ( 1 22) ji;jl 身4 84 . 7  1 5 . 3  1 00 . 0 ( 1 1 8) 別 首
正ド 1 8  85 . 6  ] 4 . 4  loo .  0 ( 1 32) 
ムロ 1 9  82 - 3  1 7 . 7  1 00 . 0  (62) 
20 78 . 3  2 1 . 7  1 00 . 0  (23) 
日IJ 2 1 以 上 7 8 . 3  2 1 . 7 I 00 . 0 C23) 
ス 愛 好 き な万 84 . I 1 5 . 9  I 00 .  0 (  1 38) ポ好
閲 85 . 2 1 4 . 8  1 00 . 0  (8 1 )  、y さ らい な 方 7 1 . 4  28 . 6  1 00 . 0  ( 2 1 )  の
等書 好 「、，ー 84 . 5  1 5 . 5  1 00 . 0 ( 1 1 0) 
f受 ｜潤 87 . ]  1 2 . 9  1 00 . 0  (85) 
業 き ら し 、 73 , 3  26 . 7  1 00 .  0 (45) の
体 かなり積極的 78 . 3  2 1 . 7 1 0 0 . 0  (23) 
夏業j出，＇ ［＇； 積極的な
万 84 . 9  1 5 . ] 1 00 . 0 ( 1 26) 
Jd、 消極的 な 方 8 1 .  0 1 9 . 0  1 00 . 0  (84) 欲 かなり消Jilli的 85 . 7  1 4 . 3  1 00 . 0  (7) 
連 強 80 . 4  1 9  6 1 00 . 0  (46) H欲求jJJ 82 . 3  1 7 . 7  1 00 .  0 (79) 
Tヨ' 85 . 2  1 4 . 8  I OO . O C l 1 5) 
｛本 ゐ る 万 76 . 0  24 . 0  1 00 . 0  (25) ブJ
の 曽 j扇 83 . 6  1 6 . 4  1 00 . 0  (73) 
設 な い 方 84 . 5  ] 5 . 5  1 00 . 0 0 42) 
男 思 つ 84 . 6  1 5 . 4  1 00 .  0 (202) 
向 !G\わ な い 75 . 0  25 . 0  1 00 . 0  Cl6) 
と は 異 な る 1也 の 要 因 に よ っ て 規定 さ れ る
乙 れ に つ い て は
体 育実 技 の 学 習 効 果 に 対 す る 態 度
と そ の 変 容 に つ いて
大 学 の 休 育実技の学習効果 lζ 対 す る 態
4 で 若干 の 検 討 を 加 え る 。
こ と を 示 唆 し て い る が ，
3 ,  
2 .  
ま ず態度 を 削 る 尺度 を 構成す る 項度 を ，
／�I と と に み る と ， 表 7 Iζ万二；す よ う に ， flド
育実技履修前 後 と も 学習 効果 を 肯定 す る
も の が 否定 す る も の を 上 回 る 項 目 は ，
「運動欲求の 充}J」 」 「 健康カ タ ル シ ス 」
「将来 のの 保持 . l•,"2進 」 「{11 1 ／百j づ く り 」
社会生活 へ の 花与 」 の 5 項 目 ， 学習効果
を 否定す る も の が 肯定す る も の を よ 回 る
「jill却j 技 術 の 向「 体 力 っ く り 」項 目 は ，
「 性格 づ く り 」 「科学的 認 散 の 育成」二」
」 の 4 項 目 ， 体 育実技履修前 は学習効果
を 肖定 す る も の の万 が 多 い が ， j記修 後 は
逆 tζ 学 溜効果 を 否定 す る も の が·i� 定 す る
も の を 上 回 る 項 目 は 「動 き づ く り 」 の l
項 目 ， 体育笑技履 修 前 は学溜効果 を 否定
す る も の の方 が 多 い が ， 履 修 後 は 逆 lζ 学
x2 二 0 . 334 n.s 
x2 == O . 3:l8 n.s 
x2 == I . 456 n.s 
x2 ==2 . 395 n.s 
x2==4 . 250 n.s 
x＂ 二 0 . 938 n.s 
x2 ==0 . 624 n.s 
x2 == 1 . 077 n . s  
x2 ==2 . 036 n.s 
性 別 ： df==l 
学 部 別 ： df == I 
年 令 別 ： df ==3ス ポ ー ツ の 愛 好 ： df ==2
体 育 授 業 の 愛 好 ： df== 2
体育授業の 出席意欲 ： df == 2
運 動 欲 求 ： df== 2
体 力 の 現 状 認 識 ： df == 2
体 力 向 上 意 欲 ： df ==2
習効果 を 肖定す る も の が否定す る も を 上
「学生生活の う る お い 」回 る の項 目 は ，
まの 2 項 目 で あ る 。「運動 の 生 活 化 」
「 科Tこ ， 態度変容 と い う 点 か ら み る と ，
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を 除 く 1 1 項 目 に つ い
て ， い ずれ も 庖修 前 後 で有意差が み ら れ
る 。 そ し て ， 「 動 き づ く「 休 力 づ く り 」
学的認識の育成」
西 垣 完 主主
り 」の 2 項 目 を 除 い て ，
い ずれ も 学習効果 に 対
す る 態度 は 好意的方向
に 変 容 し て い る 。
つ ぎ に ， 個人別 の 態
度変容 を 表 8 ！と 示 す よ
う な 手続 き で 分析 し て
み る と ， 表 9 fと 示 す よ
う に ， 体育実技履 修 後
lと態度が変化 し な か っ
た 非変容群が ， ）'rfl 修 後
R 好意 的 ま た は 手｜：好意
的方向 R 変 化 し た 変容
群 を 上 回 る 項 目 は ， 「
健康の保持 ・ 哨進」 「
lli)J き づ く り 」 「学生生
活 の う る お い 」 「科学
的認識の育 成 」 「運 動
の生活化」 の 5 項 目 ，
変容群 と 非変容桝が ほ
ぼ同 じ 項 目 が ， 「 カ タ
ル シ ス 」 ， 変容部が�！＝変
容群 を 上 回 る 項 目 が ，
「運動欲 求 の 充 足 」 「
体力 っ く り 」 「運動技
術 の 向 上 」 「性格っ く
り 」 「イr=i-1 間 づ く り 」 「
将来の 社会生活 へ の 笥
表 7 体育笑技の学習効果に対す る 態 度尺）立の
項 目 と 体育実技履修前後の反応 （変容）
石1 n� ？向 I完
極 lilli i蛮 ホ豆
的 的 的 的
肖 -i�J 否 否
定 定 定 定
） . カ タ ル シ ス
IJI) 26 . 3  64 . 6  9 . 2  
後 47 . 9  47 . 5  4 - 6  
2 運 動 欲 求 充 足 I ：� 24 . 6  48 .8  26 . 7  38 . 3  42 . l  1 9 . 6  
3 . 健康の保持 ・ 地進 前 62 . 5  24 . 2  1 3 - 3  
後 78 . 3  ] 4 . 2  7 . 5  
4 . 休 ）J づ く り 前 44 . 6  37 . 5  1 7 . 9  後 32 . 5  47 . ] 20 . 4  
5 . 動 き づ く 1 3 . 3  38 . 3  48 . 3  
5 . 0  3 7  . 1  57 . 9  
6 . 運 動 技 術 の 向 上
前 1 8 . 3  37 . 9  43 . 8  
後 33 . 3  37 . 9  28 . 8  
7 . 性 格 づ く り Tlfl 32 . J 34 - 2  33 . 8  後 47.  1 29 . 6  23 . 3  
8 . 仲 間 づ く り 前 7 . 1 44 . 6  48 . 3  
後 1 8 . 3  59 . 2 22 . 5  
9 .  学生生活の う る お 目rJ 5 . 0  28 . 8  66 .3  し 、 後 1 0 . 4  4 0 . 8  48 - 8  
1 0 . 科学 的 認識の育成 古H 6 . 3  30 . 4  63 . 3  
後 5 . 8  35 . 4  58 . 8  
1 1 . 運 動 の 生 活 化 前 47 . 1  32 . 1  20 . 4  後 66 . 7  26 . 7  6 . 7  
1 2 . 将来の社会生活へ I r111 1 7  . 1  56 . 3  26 . 7  の寄与 後 26 . 3  52 . 9  20 ・ 8 I 
x2�決定
(df=2) 
x2 =25 . 1 08 
p(Q . 0 1  
x2 = 1 0 . 990 
pく0 . 0 1
x2 = 1 4 . 452 
pく0 . 0 1
x2 = 7 . 544 
p\0 . 05 
x2= 1 1 . 2 l 4  
pく0 . 0 1
x2 = 1 7 . 900 
p(0 . 0 1  
x2 = 1 2 . 174 
p(O . O l  
x2 = 39 . 482 
pぐ0 . 0 1
x2 = 1 5 . 996 
p(Q . Q ]  
x2 = 1 . 358 
n.s 
x2 =26 . 08 1  
pく0 . 0 1
x2 = 6 . 6 1 8  
p(0 . 05 
与」 の 6 項 目 で あ る 。 ま た ， 変容前ーだ け に つ い て み る と 「 体力 づ く り 」 「動 き づ く り 」 の
2 項 目 で は ， 非 好意的方 向 に 変容 し た も の が好意的万 向 lζ 変容 し た も の を 上 回 っ て い る 。
し か し ， そ の 他 の項 目 で は い ず れ も 好意的方 向 に 変容 し た も の の 方 が 多 い 。 と く に ， 「 ｛1 1 1
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表 8 個人の態度変容分析方法 の似l 間 っ く り 」 「運動 の 生活 化 」 で は ， 好 意 的
方 向 へ の変容者が非好意的万 向 へ の 変容者
の 3 倍以 上 も 多 く な っ て い る 。
四 A （ も＇11町向 l
'"" \ -i'r 定／
位 B f 消般的l店 l肯 定／
U『 C f石川ill]的l
"'' ＼ 再 定／
履 修 後
A’ B’ C’  
右�1当 消首 積否i盃定 額定 極定
的 的 的
AA’ AB’ AC’ 
BA’ B B’ B C ’ 
CA’ C B ’ c c’ 
手I"変容lJY AA’， B B’， C C' 
さ ら に ， 各項 目 に 対 す る 反応の 内 容 に よ
っ て 尺度 化 し （ 「 杭極的 肯定」 2 点 ， 「 消
極的 i告定 ま た は 否定」 l 点 ， 「積極的否定
」 0 点 ， を 与 え る の で ， 尺度 値 の ｜幅 は O ～
24点 と な る ） ， そ れ に も と づ い て 体育実技
の学習効果 に 対 す る 態度 を ， 好意 的 C l4～
24点 ） ， 中 間 的 （ 10～ 13点） ， 非好意的 （
O ～ 9 点） の 3 段階 に 分類 し て み る と ， 表
l O K示す よ う に ， 体 育実技履 修 前 後 で有意
l 好 意 的 万向 へ BA’ CA’ C B’変 容 Hf {l �ド好意的万向へ AB’ AC’ BC’ 
差 が み ら れ る 。 な お ， 体 育
表 9 Jfl 目 別 に み た 個人の体育実技の学習効果 に 対す る 実技の学習効 果 lζ 対す る 態態度の変容率 （必）
！立 は ， 表 1 1 1と示 す と お り ，x y 
積好 ｛手I＇ー 」変ー 容ーへ 非好 変半年 体 育実技履 修前 は ， 「 ス ポ，的＇＂＂ rn 消 消 rn 慈 の
方 板 1illi 極 駆 的 \1刻 ー ツ の愛 好」 「運動欲求」
� f均 的 本的 3的：；； rc2.川 X
合／ 「 休 力 の 現状 認 識」 「 i本 ブJE容ι毎 定月 定円1 定 定 説良容子 /Y 向 上 意 欲」 「高 校 体育授業
ト カ タ ル シ ス 37 50 ( 1 7  33 ] )  1 3  2 .  84 の 愛 好 や w m�意 欲 」 の い ず
2 . 運 動 欲 求 充 足 37 43( 1 4  22 8) 20 J . 83 れ の要 因 と も 有 意 の 関 連 を
3 . 健康の保持 ・ 増進 28 62 (53 5 3) I 0 2 .  80 
も っ て い る 。 つ ま り ， ス ポ
4 . 体 力 づ く り 2 1  46 ( 1 9  20 7〕 33 o .  63 
ー ツ が好 き で ， 運動欲求 も5 動 主 づ く り 1 7  53( 3 1 8  33) 30 Q . 55 
6 . 運 動 技 術 の 向 上 39 43( 8 1 7  1 8) 1 9  2 . 07 強 く ， 体 力 も 普通 以上 で ，
7 . 性 格 づ く り 36 47 (23 IO 1 5) 1 7  2 - 1 8 か つ ， 体 力 向 上意欲 も ＇Ml
8 .  (rj1 閥 づ く り 43 47(  3 28 16)  J O  1 4 - 08 く ， ま に 問 の 体育J受業
学生生活 の う る お 33 5 1 ( 0 1 3  38) 1 5 1 2 - 1 6  が 好 き で 積極的 に 参 加 し て
1 0 . 科学的認識の育成 22 6 1 (  3 1 4  44) 1 7  1 . 29 い た も の ほ ど ， 大学の 休 育
1 1 . 運 動 の 生 活 化 34 56(39 1 4  3 )  J O  3 . 42 
実技の学習効果lζ 対す る 間将来の社会生活へ 32 48 C 7 32 I 0) 20 1 .  64 1 2 ・ の寄与
度 は 好意 的 で あ る 。 乙 れ は
学生の大学体育実技 l ζ 対 す
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主主
生苅垣四
る もi駆的 な 期待 の 反 映 で み ろ う 。
体育実技の学習効果 に 対 す る 態度 の変容
Jl!I 修 後
好 ヨド
意 間 好意
自ヲ t内 f町
j霞 好 意 的 1 4  24点 68.  J 26 . J 5 . 8  1 0 0 .  0 (69) 
修 1=1� 閥 的 1 0  13点 56 . 0  33 . 3  ] Q . 7  1 00 . 0  (75) 
前 非好意的 0 - 9 点 22 . 9  42 . 7  34 . 4  1 00 . 0  (96) 
表1 0し か し ， 体 育実技履修後の学習効
こ れ ら の諸要
悶 と は 「高校体育授業 出 席意欲」
を 除 い て い ずれ と も 関 連 を も た な
い 。 ζ の こ と は ， 体 育実技履修前
の 大学休育実技lと ;tJ す る 期待 が 十
果 lζ 対す る 態度 は ，
分前 た さ れ な か っ た 乙 と に 起 因 す
己主
J S . S  35 . 0  4 6 . 3  る の で は な く ， む し ろ ， ス ポ ツ
p(0 . 0 1  x2 =4 4 . 5 1 9  df=4 や ��：j校の体育授業が き ら い で ， ：＠
動 欲求 も 弱 く ， 休力 も 普通 以 下 で
向 _I－意欲 も な か っ た 学生 た ち の 態
体育笑Hi:支持態 度 タ イ プ 別 に み た体育 実技の
学習 効果K 対す る 態度変容 （x2 検定）
A B c D 
必 選！？店 必 選
修 択止 修 JN 
必 必 選 選
修 修 択 択
カ タ ノレ シ ス co . 000) (3. 082) (0 . 000) (0 . 1 93) 
運 動 欲 求 充足 8. 45s 7 . 1 22 (2 . 540) ( 1 .  03 1 )  
健康の保持 ・ 地 ot卦52g) 主幹進 co .  908) (0 . 536) (4 . 464) 
体 力 づ く り 'iUii'6 0 . 427 (0 . 000) co . 943) 
[j}J き づ く り If 403 (0 .  03 l )  co . 543) (0 .  834) 
運動技術の向上 '§ .'21 I '§ .8o'2 (0 . 574) co . 1 29) 
性 格 っ く り 5 . 238 8. 652 (0 . 1 70) 0 - 422 
，，， 卦き 吉長
（日 .＇556) (4 .'26 l )  (rj 1 間 づ く り 1 7 . 67 1  (2 . 277) 
学生生活の う る Z、F" ’w i、
1ゴ し 、 6 - 4 1 3 (4 . 033) co . 635) ( 1 . 09 l )  
科学的認識の育 ] . 469 ( 1 . 863) c o .  536) co .  000) 成
運 動 の 生 沼 化 ('ij .'63'3) （来s .司0令o§) (0 . 1 39) (0 . 000) 
将来の社会生活 5 . 358 J . 9 1 7  (0 . 1 70) (0 . 000) への寄与
表 1 3Bitが好意的方 向 lと 変容 し た 結果K
表1 2 体育実技支持態度 タ イ プ と 体育
実技 の学習効果tζ対す る 態度の
変容
B 
注 1 . ( ） はdf= l そ の 他 は df = 2
2 . 表仁！こ1 来 P：く0 . 05 5仁来 pく0 . 02 料待 pく0 . 0 1
3 . ー は �＇＂好意的方向 への変容 を 示 す。
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A l 1 2 1  
自1) 
t 愛
｜ ｜ 前 I 20 . 0  c I 1 5  I I ｜ ｜ 後 I 33 . 3  
｜ ｜ 前 I 9 . 1  D I 22 I I ｜ ｜ 後 I 22. 7 
A df= 2  x2 = J 0 . 090 pく0 . 0 1
B : df= 2 x2 = 20 . 7 1 2  pく0 . 0 1
C : df = l  x2 = 0 n.s 
D :  df= I  x2 = J . 467 n.s 
C , D タ イ プ は 標本数の 関 係 で 「 好
意的 」 「 中 間」 x 「 � I＇好怠的 」
1 7 . 2  
42 . 2  
40 . 0  
26 . 7  
26 . 4  
J 1 . 6 
54 . 7  
1 7 . 2  
40 . 0  
40 . 0  
54 . 5  
36 . 4  
非好意的
36 . 4  
40 . 9  
32 . 2  
3 1 . 4  
28.  J 
40 . 6  
よ る も の と 考 え ら れ る 。
コ
悶 司
－ q J
AM－H
n H
向 H M
早 吐
血f
h u
b
－
R 
4 1 . 3 
57 . 0  
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学生の 体育実技K 対 す る 態度 と そ の変谷
体 育 実 技 支 持 態 度 の 変3 .  
業欲認授怒状育胤現体出の「
の力
」
」業体欲好
授
「
怠
愛育
」
上
の体
求向
ツ「
欲力
一l」
動体
ポ好運
「
ス愛
「」
「
の
」
識
× 
習度学態のる技す笑対苔口K体果「
効
」
表 1 1
容 と 学 習 効 果 に 対 す る
1 で 体 育 実技支持態度 が 休
う とE 手続 き で ， 体 育 実技支持
実技Jfil 修 前 は 選れ ま た は 廃
に 変 容。
C タ イ プ ． 変 容 群 で 体 育
止 で あ っ た が ， 履 修 後 は 必
ら 4 タ イ フ に 分 類 し 各 タ イ プ
A タ イ プ 非変容群で 休
育 実技履修前 後 と も 体育 実
B タ イ プ ． 変 容 群 で 体育
修 と し て 支持。 好 意 的 方 向
態 度 を そ の 態度変容 の 内 容 か
と 体育 実 技 の 学 習 効果 に 対す
乙 乙 で
る 態度 と の 関 連 を み る こ と に
ぐ る た め に ， 表 8 R 示 し た よ
は ， 変 容 に 関 与 す る 要因 を さ
育 実技Jfil修後 IC 変 容す る 乙 と
技 を 必 修 と し て 支持。
態 度 と の 関 連
を 明 ら か に し た が ，
す る 。
履 修 前 履 修 後
努 中 五ド 好 �I' 
意 ｜間 !Ff 意 fh� 好意 芯的 t内 的 8'9 [J'J 自ヲ
ス
ポ す さ 37 . 7  3 1 . 9  30 . 4  50 . 0 34 . I 1 5 .  9 
ツ 中 閲 1 9 . 8  32 . J 48 .  J 39 . 5  38 . 3  22 . 2  
の
愛
好
さ ら し 、 4 - 8  23 . 8  7 1 . 4  47 . 6  28 . 6  23 - 8  
休育
授
す き な 方 44 . 5  30 . 9  24 . 5  56. 4 29 . 1  1 4 - 5  
業 中 閥 1 2 .  9 4 1  . 2 45 .  9 40 . 0  38 . 8  2 1 . 2 
の
愛 き ら い な 万 20 . 0  1 3 . 3  66 . 7  33 .3  42 . 2  24 . 4  
好
体
育 か な り 55 . 5  26. 1 1 7  . 4  69 . 6 2 1 .  7 8 . 7  ti＇.！極的
授
業 積極 的 な 方 3 1 . 7  38.  J 30 . 2  48 . 4  35 . 7  1 5 . 9  
の出 消図的主f方 1 9 . 0  25 . 0  56 . 0  35 . 7  38 . J  26. 2 
意 か な 消
り - 1 00 . 0  57 . I 28 . 6 1 4  . 3 欲 極的
運 強 37 . 0 39 . I 23 . 9  52 . 2  32 . 6  1 5 . 2  
動 付コ 32 . 2  30 . 4  37 . 4  44 . 3  40 . 0  1 5 . 7  欲
gォ 1 9 . 0  27 . 8  53 . 2  45 . 6  29 . J  25 . 3  
休 あ る 方 52 . 0  28 . 0  20 . 0  60 . Q  20 . 0  20 . 0  
力
の 普 通 1 9 . 2  32 . 6  47 . 9  42 . 5  35 . 6  2 1 . 9  
現状 な い 方 29 . 6  3 1 . 0  39 . 4  45 . 8  37 . 3  1 6 . 9  
体 問 つ 32 . 7  30 . 7  36 . 6  47 . 0  33 . 7  1 9 . 3  カ
E 恩 わ な い 8 . 33 3 . 35 8 . 33 S . 9  44 . 4  1 6 . 7  
実技）fil修前 は 必 修 で あ っ た
が ， 履 修 後 は 選択 と し て 支
持。 非好意的方 向 K変 容。
「円unHU nHu 
s
／＼s
ss 
n
D‘
n 
後
39
臼
798
A4・丹，toλu
n〈dpkdpnU
匡 9
1 1
日d
・0 0
7t
「 J
μ肱 山
・－
ハHU
qυRUE－44『υl且
履一
一
一一
一一
一一
一一
一一
9 －
。－ 9－
9 d hp M
9－
x li－－－iワ
ム巳υqL
nHvnHunHunHVA川v
nuu
nuUハ川V
ハUU
A川UAHUハHU
ノ九／＼／＼／＼／
＼／＼
山 刊
ppp。凸ηJ『υ1iaqnU
F
A U
A －
0 6
Q d
7q
u 
信田
44・
nin／】Qdnxunud
1‘ハ U
n u
A ‘
1 l
ハ U
「D
同地
内44・
qJ
1A
1i
一一
一一
一一
一一
一一
一一
ヮ ・
9 W
9e
n－－
9 － 9 M
x an守，nせ44・4nTdA噌11且 一一
一一
一一
一一
一一
一一
zIぷA44ぷisisA d・d・dd好好
欣
求識欲
愛愛
m
認慈
のの出
欲
状上
ツ
業
ゆ
現
1
一
授
口
動の
リ
ポ育
的
力文
ス体
件迩
休体
D タ イ プ 員｜二変容Il'f: で 休
育 実技履修前後 と も 体育 実
技 を 選 択 と し て 支持 。
ま ず ， 各 タ イ プ 別 に 体育実技履修前後の 体育実技の学習効果 IC対す る 態度 を み る と ， 表
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1 2 R 示す よ う K , A .  B タ イ プ と も 学習効果 に 対 す る 態度 が 好意的方 向 に 変容 し て い る も
の が 多 し 、 。 乙 の 傾向 は と く に B タ イ プ に 顕著 で あ る 。 乙 れ に 対 し て c . D タ イ プ の 場合
は ， 履 修 前 後 で態度 の 変 容 が み ら れ な い 。
つ ぎ K ， 各 タ イ プ 別 K学習効果 K )fj す る 態度尺肢 を 構成す る ；項 目 C と に み る と ， 表 13 K
示 す よ う に ， A タ イ プの 場 合 ， 体 育実技履修前後で態度が変容 し た 項 目 は ， 「運動欲求の
充足」 「 体力 づ く り 」 「動 き っ く り 」 「運動技術の 向上」 「 ｛1 ! 1 1削 づ く り 」 「学生生活 の う
る お い 」 「運動の 生活化」 の 7 項 目 で ， そ の う ち ， 「 休 力 づ く り 」 「 動 き づ く り 」 の 2 項
目 は 非 好意的方 向 に 変容 し て い る 。 B タ イ プの場合 ， 「運動欲求 の 充足 」 「 他 康 の 保持 －
i引退 」 「運動技術の 向上」 「性格づ く り 」 「 仲間 づ く り 」 「学生生活 の う る お い」 「運動
の と｜三活 化」 の 7 項 目 で い ずれ も 好意 的 方 向 に変容 し て い る 。 A タ イ プ と 比 絞 し て ， 「 lit肢
の 保持 ・ 哨進J と 「性格づ く り 」 の 2 項 目 で好意的方 ／1:TI K 変容 し ， 逆 ！と A タ イ プ で手｜二好意
的万向 に 変容 lノ fこ 「 休 力 づ く り 」 と 「動 き づ く り J に つ い て は 変容 が み ら れ な し 、 。 C タ イ
タ
イ
プ
の
反
応
表1 4 体育笑技支持態度 タ イ プ別の 体育実技の学習効果 tζ対す る 態度の項目 別反応（96） と
カ タ ノレ シ ス 運 動 欲 求 他 国4 の ｛�サJ づ く り 動 き づ く り充 j豆 （��j守 ・ 町liffi
pp p cc pp p cc pp c cc PP c cc pp p cc 
A 36 60 4 30 48 22 77 1 9  4 55 33 1 2  I 1 6  40 44 
限
B 1 7  67 1 6  2 2  42 36 48 30 22 34 42 23 13 34 53 
修
c 40 53 7 1 3  73 1 3  6 0  2 7  1 3  2 0  5 3  27 7 47 47 
I Jlj D 1 4  68 1 8  4 1  2 3  3 6  9 4 1  5 0  
A 55 42 3 48 35 1 7  8 2  1 4  4 36 47 1 7  5 40 55 
Ji!l 
B 52 44 5 33 52 1 6  84 8 8 36 45 1 9  6 3 9  55 
修
c 47 47 7 1 3  40 47 47 33 20 13 60 27 7 27 67 
後
D 14 77 9 27 55 1 8  6 4  2 3  1 4  2 3  3 6  4 1  5 3 2  64 
A （必修→必修） 目11 co .  046) (0 . 21 8) (2 . 023) (5 . 344) co .  044) 
有芯 C
と
（必修→選択） 後 (0 . 006) ci. 613) c9. 5'92) (2 . 053) (0 . 693) 
三主
の
検
定
B
と
（選沢→必修） IJiJ co .  003) (0 . 00 ] )  3 . 235 co .  303) (0 . 064) 
D （選沢→選択） 後 (0. 054) co .  003) (4 .  2'55) ( ]  - 30 ] )  (0 . 535) 
注 ］ . 表仁1� ( ） の数字は 1�！＊数 の 関 係 で df = l で求め た他
2 .  "' pく0 . 05 m m  m P<o . 0 1  
3 .  pp は 初級的肯定 p は 消極的肯定 c は消filli的E否定 cc は も1駆的否定
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プ の場合 ， 「 仲間 づ く り 」 で 好意 的 方 向 に 変容 し た の み で ， 他 の 項 目 で は 体 育 実技履修前
後 の 変容 は み ら れ な し 、 。 D タ イ プ の場合 ， すべ て の項 目 で態度変容 が み ら れ な い 。
こ の よ う に ， 休 育 実技支持態度が体育実技履 修 前 後 と も 必修 と し て 支持す る も の や 選 択
か ら 必 修 に 変容 し た も の で は ， 全 体的 に み て 体 育 笑放の学習効果 を ��，＇j く 評 (illi し て い る と い
え る 。 し か し ， 以 t の 分析 だ け で は ， 体育実技支持態度の 変 容 K �］ 与 す る 要 ｜討 を ゆj ら か に
す る こ と は 不 十 分 で あ る 。 と く に 体育実技支持態度が必修 か ら 選択 に 変容 し た C タ イ プ で
は 「 仲間 づ く り 」 に有意差が み ら れ る が ， ζ れ は 好意的方 向へ の 変容 て、 ゐ る の で支持態度
が 必 修 か ら 選択 と い う ， い わ ば非 好意的方 向 に変容 し た 要 因 と は考 え に く い 。
そ 乙 で ， 表 1 4 K 示 す よ う に ， そ れ ぞ れ の タ イ プ を 組 合 わ せ る 乙 と に よ っ て ， 体 育 実技支
持態度 の 変容 に 及 ぼ し た 要因 を さ ぐ っ て み る 。
A タ イ プ と C タ イ プ の 比較 ． 乙 れ は 体育笑技履修前 は 休育 笑技 を 必 修 と し て 支持 し た
が ， 履 修 後 は 必 修（A） と 選沢（防 K 分 か れ た 群 の 比較 で あ る 。 �I ii 者間 で有意差 の み ら れ る 項 目
タ イ プ 聞 の有意差J決定（x2 検定）
運 動
向
技 術
の 上
pp c cc 
20 42 38 
19 3 1  50 
27 33 40  
1 8  32 50 
37 36 27 
31 45 23 
47 20 33 
27 32 4 1  
(0 .  078) 
( 0 . 508) 
co . 003) 
2 . 654 
性格ヴ く り
pp c cc 
40 34 26 
22 34 44 
20 40 40 
27 32 4 1  
55 23 22 
42 34 23 
33 47 20 
36 27 36 
(l . 585) 
(2 . 407) 
0 . 277 
J . 423 
仲間づ く り ＼ 学生生
活の
う る お い
PP P cc PP p cc 
9 48 43 7 39 55 
6 42 52 5 20 75 
- 53 47 20 80 
- 4 1  59 1 8  82 
23 56 2 1  1 5  4 4  4 1  
1 4  6 1  25 8 42 50 
93 7 1 3  27 60 
1 8  45 36 32 68 
(0 . 074) (2 . 57 1 )  
(0 . 906) ( I . 900) 
co . 373) (0 . 426) 
( I . 05 1 )  (2 . 1 84) 
- 6 1 -
科 学 的 認 運
生 動活 化
の ｜ 生将活来へのの社寄与会識 の 育 成
pp p cc 
8 3 1  60 
2 22 77 
7 47 47 
9 32 59 
56 3 1  1 3  
3 9  28 33 
33 60 7 
36 32 32 
7 39 54 
I 
73 23 3 
2 33 66 64 28 8 
9 32 59 47 40 1 3  
7 33 60 
C l .  029) (2 . 7 1 2) 
(0 . 2 1 2) (4 . 5'47) 
(2. 484) (0 . 1 09) 
co . 303) (5. 1'24)  
2 1  59 2 l 
l 7 44 39 
7 60 33 
1 4  64 23 
34 50 1 7  
1 7  5 5  28 
7 73 20 
( l .  246) 
(0 . 00 1 )  
( I . 923) 
c o .  243) 
西 垣 完 彦
は ， 体 育実技履修前 で は 「 休 力づ く り 」 「運 動の生活化」 の 2 項 目 ， 履修 後 で は 「運 動欲
求 の 充 足 」 「健康の保持 ・ 地進」 「運動の生活化」 の 3 項 目 ， で あ る 。 こ の よ う な有意差
が 生 じ た 理 由 は っ き「 の よ う で あ ろ う 。
ま ず ， 「 体力 づ く り 」 に つ い て み る と ， C タ イ プ は A タ イ プ に 比 し て 体育 実技授業 で の
体力 づ く り の 効果 に 否定 的 で あ り ， そ の態度は履修後 も 不変 で あ る 。 乙 れ に 対 し て A タ イ
プ は履修前 で は 体 力 づ く り の 効果 を 認 め て い た が ， 履修 後 に は こ の 態 度が�1�好意的方 向 lと
変容 し て い る 。 そ の た め に履修後 に は 両者聞 に有意差が み ら れ な く な っ た の で あ る 。 つ ぎ
に ， 「運動欲求 の 充足」 「liJ!康の保持 ・ 増進 」 は ， 休育実技履修 後 A タ イ プ は い ず れ も 好
意 的方 向 lと 変 容 し た の lζ 対 し ， C タ イ プ の 場合 は 逆 に 非好意 的方 向 に 変容 し た も の が 憎加
し た か ら で あ る 。 ま た ， 「運 動 の 生活化 」 は 休 育実技履修 前 で も 両者 聞 に有意差が み ら れ
る が ， A タ イ プ で は 履修後好意的方/fl] K 変容 し た も の が 多 か っ た の に 対 し ， C タ イ プ で は
態度変容が ほ と ん ど な か っ た か ら で あ る 。 こ の こ と か ら ， 休 育 実技支持 態度が 「必修」 か
ら 「選抗J K 変
容 す る 要因 の ー
っ と し て ， 「 運
動 欲 求 の 充 足 」
「健！誕の保持 －
11�／進」 「運動の
生活化」 を あ げ
る 乙 と が で き よ
つ 。
B タ イ プ と D
タ イプの 比較
こ れ は体育実技
履 修 前 は 体 育 実
技 を 選択 と し て
支持 し た が ， 履
修 後 は 必修 （助 と
選侭倒Iと 分 か れ
た 部 の 比較 で あ
る 。 両 者 間 で有
表 1 5 「 体育実技支持態度 」 × 「 出席状況 」 「 ：±1mr;意欲」 「授業計画 」
出 席 状 況 出 席 意 欲 授 業 計 画
よ ま わ き TI� 消 泊t 不 も
し 、 あ る 1つ 商品 つま L 、 め も や と よ（ あ（ 〆ー、 て i盃 あ む 別 い。 4 6 
積；！的琵
る を の方以 が え 法3 5 上） ） 的 的 A「－ニ' ぬ 均三
履修 必修 26 44 31 1 1  74 1 6  38 59 3 
後 選択 20 38 43 3 50 48 20 75 5 
タ A 25 42 33 1 4  69 1 5  35 63 2 
B 27 44 30 6 78 1 4  44 50 6 
イ
c 20 33 47 67 27 7 87 7 
プ D 1 4  4 1  46 5 36 50 27 68 5 
35 . Q  6 1 . 3 
df=3 df= 3 df=2 
タ イ プ 別 x 2 = 2 . 993 x2 = 1 9 . 265 x 2 = 6 . 380 
n.s pく0 . 0 1 pくo . os
df= 2 df= l df= l 
必修 ・ 選択 x 2 = 2 . 239 x2 =20. 696 x 2 = 4 . 835 
n.s pく0 . 0 1 p(0 . 05 
注［ . D K ,  N A を 除 く の で 100パ ー セ ン ト に な ら な い 項 目 も あ る 。
2 .  出席状況の （ ） の数字は l 年半の体育実技授業の欠』f店回数 を 示 す。
ηノ十】phU 
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：意差の み ら れ る 項 目 は ， 体育実技履修後の 「i健康の保持 . t国進 」 と 「運動の 生活 化 」 の 2
項 目 で あ る 。 こ の よ う な 有意差が生 じ た 理 由 は つ ぎ の よ う で あ ろ う 。 「 健康 の 保持 ・ 増進
」 は ， 両 者 と も 履修 前 後 で 好 意 的方 n:TI k 変容 し て お り （ 表 13） ， 履 修 後 の有 意差 は ， D タ
イ プ に比 し て B タ イ フ K 好意的方 向 に 変容 し た も の が よ り 多 い か ら で あ る 。 乙 れ に 対 し
て ， 「運動の生活化」 で は ， 乙 れ を 肖ー定す る も の が ， 履 修前 後 で ， B タ イ フ ニ 39 . 1 →61 . 4
96 , D タ イ プ ＝36 . 4 •36 . 4�ぢ と B タ イ フ に好意的方向への変容者 が 多 し 、 。 乙 の 乙 と か ら ，
体 育実 技支持態 度が選択 か ら 必 修 に変容す る 要 因 のー っ と し て 1 1@ 1設 の 保持 ・ 増進」 「運
動の生活化」 を あ げ る 乙 と が で き ょ う 。
4 .  体育実技 支 持 態 度 と 体育実技授業 に つ いて
体 育笑技支持態度 や そ の 変容 は ， 体 育実技の学習効果 lζ 対 す る 態度 の ほ か に ， 体 育 実 技
授業 の 内 容 や 教官の指導法 な ど に も な に が し か の 影響 を 受 け る と 思 わ れ る 。 と 同 H寺 K ， そ
「 教官 の す す め 方 」 「3, 4年次体育実技開講」 「 参加意欲」
教官 の す す め 万 3, 4年次の閃前 3, 4年次体育笑技の参加意欲
討I 不満 も /.JtJ 必 ど ぜ で 分多 参 どて〉 号日Ni ち ひ き 加 ちも や と よ し 要 ら 参加 Tるご参加 参加l らゐ む 別 い て で し と し 、
る を の方 （ま な も し け し し な も え （標本数）が え 法 し よ Tこ fこ な な
足 Uコ が し 、 し 、 L 、 L 、 し 、 し 、 L 、 し 、
58 39 2 6 1  5 34 1 9  59 6 1 5  100 (200) 
48 53 30 1 8  53 8 38 1 8  ;J 「 33 1 00 (40) 
55 4 1  3 69 3 28 26 59 3 1 2  1 00 ( 1 2 1 )  
6 1  38 2 53 8 39 6 63 1 1  2 1 9  1 00 (64) 
47 53 47 20 33 20 53 1 3  7 7 1 00 ( 15) 
50 50 1 4  18  68 27 23 5 46 1 00 (22) 
7
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でdx
・dx
nxU Rυ Fhυ 1 7 .  1 55 .  4 7 .  5 I . 7 1 7 .  9 1 l 山0)
df= 3 x2 = 32 . 453 
P<O . Q l 
d f = l  
x2 = ] 8 . 756 
P<O . Q l  
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れ は ま た ， l 年半 の 体育笑技授業 の ： 1：： 席状況 や ： u m�意欲 と も 関 連 す る と 考 え ら れ る 。 そ こ
で 乙 の点 を み た の が表 1 5で ゐ る 。
ま ず ， 体 育実技支持態 度 及 び 変容 タ イ プ と l 年半の 体育実技／：l:\J;!fg の 状 況 や 意 欲 と の 関 連
に つ い て み る と ， H:: J：！古状況 の ；場 合 ， 態度及 び変容 タ イ プ の い ずれ と も 有意 な 関 連 は み ら れ
たE い 。 し か し ， 出席意欲 に つ い て は い ずれ も 有意 の 関連 が あ り ， 体 育実J交 を 選。＇＼！ と し て 支
持 す る も の の 半数近 く が 休 育実技の授業 に 消極的 で あ り ， ま た ， 支持態度変容 タ イ プ と の
関 連 で は D タ イ プ ， つ ま り 履 修 前 後 と も 体育実技 を 選れ と し て 支持す る 非好意的非変容併
の 半 数 が 体 育 実 技 の 授業 に 消 駆 的 で あ っ た 乙 と を 示 し て い る 。 こ の よ う に ， ： L: J:'W状況 が 支
持態度 と 関 連 を も た な い こ と の 丑fil El: J の一つ は ， 体育 笑 技 単 位認定 の ｜祭 ， 実授業｜時 間 数 の80
%以上 の 山 JI＼＇； を 条件のー っ と し て い る 乙 と と 関 係が あ る か も 知れ な し 、 。 つ ま り ， l 年 半 3
期約40回 の 授業 回 数 で 6 ・ 7 ITII 仰 は 出席意欲 に 反 し て 病気 や ケ カ、 な ど の 事 政l で 欠席 を 余儀
な く さ れ る も の と ， 単 位 修 得 の み の 目 的 で 山 附 す る 消 極 的 な も の と の 12： 別 が 判然 と し な
い ， と い う こ と も 考 え ら れ る か ら で あ る 。
つ ぎ に ， 体 育実技の指導 内 容 と 教官の指導法 と の 関 連 に つ い て み る と ， 指 導 内 容 に有志
差 が み ら れ ， 運動教材 の 内 容 や 数 ， 選沢 の 方法 ， 年l111rl 計画 ， 雨天時の授業な ど に不満 を 感
じ て い る も の が選収支持者 に 多 い 。 こ の 傾向 は 支持態度変容 タ イ プ と の 関 連 か ら み る と ，
C タ イ プ ， つ ま り 必 修か ら 選択 の非好意的変容群lζ 著 し い 。 逆 K ， 選択か ら 必修の 好意 的
変容献 で は ， 他 の タ イ プ に 比 し 指導 内容 に 対す る 前 足度 が高 い 。 し か し ， 教官の指導法 （
授業 の す す め 万 ） と 休 育 実 技 支持態度 と は 関連がみ ら れ な し 、 。 小林 ら は ， 体育実技支持態
度 は 授業 内 容 や 教官 の指導法 と は �！！� 関 係 t ζ 決 ま る と 報告 し て い る が ， 少 な く と も 授業 内 容
は 体育実技支持態度 を 規定 す る 要 因 のーっ と 考 え ら れ る 。
さ ら に ， 3 , 4 年次 の 体 育実 技の 開 講 と 参加｜意欲 と の 関 連 に つ い て み る と ， い ず れ も 有
意 の 関 連 が み ら れ ， 休育笑技 を 必修 と し て 支持す る も の の う ち 61 必 が 開 請 を 希 望 し ， 1�m 諮
必要 な し と す る も の は 5 �ち に す ぎ な い 。
ま た ， 参加意欲 に つ い て も 「 で き る だ け 参加 し た い 」 も の を 含 め る と ， 参加意欲 を も つ
も の は 必 修群 で78% ， 選れ群 で45�診 で あ る 。 こ れ を 支持態度変容 タ イ プ別 に み る と ， 参 加
意 欲 は A > C = B > D と な っ て い る 。
ま
と め
学生の大学体 育笑技lζ対す る 態 度 を ， 体育 笑技履修 前 と 履修 後 の 休育笑技支持態度 及 び体
育実技の 学習 効 果 に 対 す る 態度 を 下j: 1 心 に 分析 し た 。 お も な 結 果 は っ さ？ の よ う で あ る 。
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学生の 体育実技に対す る 態度 と そ の変容
1 .  大学の 体育実技 を 必 修科 目 と し て 支持す る も の は ， 体 育 笑 技履修 前 は 約57�ち で あ る
が ， 履修 後 は 約83�ち に i目加 し た 。 ま た ， 履修 後 tζ 支持態度 が変容 し た も の は 約33% で ， そ
の う ち の81 . 5�ぢ は 好意 的方向 （ 「選択」 「悩 L I：」 → 「必 修」 ） R ,  ] 9 . 5�診 は 非好意的方向
（ 「必修」 → 「選択」 ） に 変容 し た 。
2 .  休育実技履 修 前 の 体育笑技支持態度 は ， 「性」 「年令」 「学 部」 な ど の デ モ グ ラ フ
ィ ッ ク な 要 因 や 運動 欲求 ， 体 力 の 現状認識 と は 関 係 な く ， ス ポ ー ッ の愛 好 や 日 校 で の 体 育
授業の愛好 及 び そ の 山府芯欲 と の み有意 な 関 連 を も っ 。 し か し ， 履 修 後 の 支持態度 は 乙 れ
ら の 諸要因 と す べ て 関 連 を も た な い 。
3 .  休 育 実 技の学習効果 lと 対 す る 態度 は ， 全 体 的 に み て ， Jiu 修 後 好 意 的方 向 に 変容 し て
い る が ， 乙 の 傾 向 は と く に ， 体育実技履修前 lζ ， ス ポ ー ツ や I’b校 で の 体育授業が き ら い
で ， 体力 も 普通以 下 で ゐ り ， 運動欲求 や 体 力 向 上 意 欲 の 弱 か っ た も の ， に 顕著 で ゐ る 。
4 . 体育実技の学習効果 IC 関 す る 項 目 別の履修後の態度 （反応） が ， 大学の 体育実技の
経験 を ダ イ レ ク ト に 反映 し て い る と すれ ば ， 本学の 体育実技 は ， 「 体力 づ く り 」 「 動 き づ
く り 」 と い う 点 で は 逆 機能 を 果 し て い る こ と K な る 。 し か し ， 乙 れ は 高校段階 ま で は 週 2
～ 4 固 め る 体 育 の 授業が大学 で は 迎 l l亘I R 減少 し て い る と い う 量的 側而 を も 考慮す る 必要
が あ ろ う 。 ζ れ に 対 し て ， 「 カ タ ル シ ス 」 「運動欲求の 充μ」 「健康の 保持 ・ 地道」 「連
日技術 の 向上」 「性格 づ く り 」 「仲間 づ く り 」 「学生生活の う る お い 」 「運 動 の 生 沼 化」
「将来の 社会生活への咋与」 と い う 点 で は 順機能 を 果 し て い る が ， と く に ， 「 ｛rj 1問 づ く り
」 「運 動 の 生活 化」 の 2 項 Id で効果が顕著 で あ る 。 し か し ， 「 体 育 の 科 学 的 認 識 の育 成」
と い う 点 で は ほ と ん ど 機能 し て い な い 。
5 .  体 育実技履修後 R 体育笑技 を 必修科 目 と し て 支持す る も の は ， 体育実技の 学習効果
に 対す る 態 度 は 好 意 的 で ゐ る 。 ま た ， 履修前 と 比較 し て 好意的方向 K 変容 し て い る 態度項
凪 が 多 い 。 乙 れ に 対 し て ， 履 修 後 に 体育実技 を 選 沢科 目 と し て 支持す る も の は ， 体 育 実 技
の学習効果lζ対す る 態 度 は そ れ ほ と 好意 的 で は な い し ， 態度が変容 し た 項 目 も ほ と ん ど み
ら れ な い 。
6 .  休育笑技支持態度が ， 体育実技履修後 K ， 必修→選沢 ま た は 選択→必修 ， K 変 容 す
る 要因 と し て ， と く に ， 学習効果 と の 関 連 に つ い て み る と ， 「運動欲求 の 充 51＇.」 「 他 民 の
保持 ・ 増進」 「運動の 生活化」 の 3 つ が 強 く 関与 し て い る 。 こ の こ と は ， 大学の 休育実技
が学生 に 必 修科 目 と し て 支持 さ れ る た め K は ， 学生の最低限の運動欲求 を 満Ji さ せ る と と
も に ， 学 習 が 他！哉の 保持 ・ 地iffi k 役 立 つ と い う 認識 を も た せ ， さ ら に ， 体 育 笑 技 の 授業 が
そ の場 か ぎ り の も の で む く ， 学習 で得 た 技術 や 知 識 を 活用 し て 課外 K運動 し よ う と す る 意
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欲 を 持 た せ う る ， そ う い う 授業 を 創 り 出 し て い く ζ と が重要 で あ る こ と を 示 唆 し て い る 。
7 .  体育実技支持態 度 は ， 体育実技授業 の 出席意欲 と 関 ミg を も つ が ， :J：＼席状 況 や 教’1�.·の
指 叫法 と は 関 連 を も た な い 。
8 . 3 '  4 年次 に 体育実技／）出品 を 希望す る も の は 約56% ， ま た ， 参加意欲の あ る も の は
約73% で あ る 。
後記 ー 本研究での統計的処Et! は ， 名古屋大学大型計 算機 セ ン タ ー を 利用 し て行 っ た 。
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